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北郷里小学校 4年い組 

29人（教員２名） 総合的な学習の時間 

今年度も春近川の上流地点を調査しました。毎年同じポイントを調査することで、水生生物

の生息の実態から水の汚れ具合を比較することにしています。まず、川へ入る前に川辺から川

の様子を観察しました。水は透明で特に臭いはしませんでした。その後川に入り、水生生物が

隠れていそうな水草の間、川底や側面の岩の間などを網やザルで探ると、たくさんの水生生物

がとれ、子どもたちは夢中になって採取していました。水生生物の採取後、種類ごとに分類

し、調査結果表に当てはめながら水の状態を推測していきました。見つかった水生生物から水

の状態を判定したり、パックテストによる調査を行ったりして春近川は「きれい」と判定する

ことができました。子どもたちは普段から目にしている川にこんなにも多くの水生生物がいる

ことに驚き、昆虫を触るのが苦手な子でも、たくさんの水生生物がとれたことに喜んでいまし

た。調査が終わった後、水生生物を元の川に放流することで、生き物の命の大切さを感じ取る 

こともできました。 

・春近川は、きれいじゃないと思っていたけ
ど、きれいでびっくりした。今後もきれい

な川を守っていきたい。 
・サワガニがたくさん取れて楽しかった。サ
ワガニがいたので、改めてきれいな川だと
感じた。 

・ザルや網を使って、予想以上にたくさん生
き物が取れた。このたくさんの生き物をこ
れからも大切にしていきたい。 

調査の結果、最も多く見つかった生物はサ

ワガニで、カワゲラ類やヒラタカゲロウ類、

シジミ類、カワニナ、イトミミズ類を見つけ

ることができました。 

水生生物の調査結果から、春近川は「きれいな川」という結果でした。これは、調査をしたポ

イントが川の上流であったことと、環境的に生活排水の流れ込みが少ないことが理由として考え

られます。子どもたちにとって、水生生物の調査は地域の川と触れ合う良い機会になりました。

「他の生き物も取りたい！」、「あっという間に終わった。」など、身近な自然に興味をもってい

ました。また、身近な環境について考えるきっかけにもなりました。数年間の調査結果と比較し

てみると、春近川の環境は大きく変化をしていないことがわかりました。地域の川を守っていく 

ためには何ができるのかを子どもたちに考えさせ、自然を大切にする気持ちを育てていきた 

いと思います。 

 

１回目：6月 10日（金） 春近川上流 晴れ 
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【岩の隙間を探す様子】 【ザルで生き物を取る様子】 

【協力しながら生き物を探す様子】 【網で生き物を取る様子】 

【生き物をトレイに移す様子】 【パックテストの結果】 

【取れた生き物たち】 【図鑑で確認する様子】 
【取れたサワガニ】 
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